
 
 

 
 
 
 
 
 

「半田市スポーツ推進計画」は、平成 23 年８月（2011 年）施行のスポーツ基本

法第 10 条に基づき、国が策定したスポーツ基本計画を踏まえ、市町村が定めるこ

とのできる「地域の実情に即したスポーツの推進に関する計画」です。 

半田市では、平成 13 年（2001 年）度に「生涯スポーツ社会の実現に向けて」を

テーマに半田市スポーツ振興計画を策定しました。これは、平成 22 年（2010 年）

度を目標年次とし、それまでに到達すべき政策目標を掲げるなかで、その目標達成

のために実施すべき具体的な施策を示したものです。その基本的な理念は、市民が、

だれでも、いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しむことができる

社会、すなわち「生涯スポーツ社会」の実現を目指したものです。 

平成 22 年（2010 年）度には、従来の半田市スポーツ振興計画の基本理念である

「生涯スポーツ社会の実現に向けて」を継承し、さらなるスポーツ振興を推進する

ために、目標年次を令和２年（2020 年）度（策定時は平成 32 年度表記）とする第

２次半田市スポーツ振興計画を策定し、市民に親しみのある計画となるよう「エン

ジョイ!! ＳＰＯＲＴＳはんだプラン」というサブタイトルを付け計画を推進しま

した。 

第２次半田市スポーツ推進計画が、令和２年度で計画期間の終了を迎えることか

ら、理念等を継承しつつ、年々変化するスポーツを取り巻く環境に対応するため、

新たに目標年次を令和 12 年（2030 年）度とする、第３次半田市スポーツ推進計画

を策定しました。 

令和７年（2025 年）度は中間年次となることから、半田市スポーツ推進審議会に

おいて、計画開始からの５年間の進捗状況を踏まえた見直しを行い、第３次半田市

スポーツ推進計画後期５年分を策定しました。 

第 1 章 総論 

１．計画策定の経緯 



 
 

   

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

第３次半田市スポーツ推進計画とＳＤＧｓとの関係 

 

ＳＤＧｓとは・・・ 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）とは、地球上の「誰一人取り

残さない」社会の実現を目指す世界共通の『持続可能な開発目標』のことです。 

SDGs は、社会、経済、環境の 3 側面から捉えることのできる 17 の目標を、

統合的に解決しながら持続可能なよりよい未来を築くことを目標としていま

す。 

第３次半田市スポーツ推進計画にはＳＤＧｓの 17 の目標のうち、次の３つ

の目標が大きく関わっています。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

２．計画の位置づけ 

① 第３次半田市スポーツ推進計画の進捗状況、問題点等を踏まえて、

現在の社会情勢を見極めながら、新たなスポーツ推進の方向性を示す

ものです。 

③ 策定した計画は、市民、地域、関係団体、行政等がスポーツ推進を

実施していく際の基本的な指針となるものです。 

② 国の策定したスポーツ基本計画や市の上位計画である「第７次半田

市総合計画」と整合性を図りながら、スポーツ推進の方向性を示すも

のです。 



 
 

 

 

計画期間は、令和３年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの 10

年間です。なお、令和７年度は計画中間年次となりますので、５年間の進捗状況

を踏まえ見直しを行うとともに、次の２つを計画の目標値の達成に向け施策を推

進します。 

≪目標値≫ 

項 目 
計画策定時 
令和２年度 

令和５年度 
目標値 

令和 12 年度 

成人市民のスポーツ実施率※１ ※２ 43.2 ％ ※４ 52.5 ％ ※６ 70 ％ 

総合型地域スポーツクラブ会員数 ※３ 7,487 人 ※５ 7,364 人 8,000 人 

 

※１ 週１回以上スポーツをする人の割合 

※２ 第 17 回市民の体育・スポーツに関するアンケート結果より 

※３ 令和２年２月現在 

※４ 第 18 回市民の体育・スポーツに関するアンケート結果より 

※５ 令和５年２月現在 

※６ 第３期スポーツ基本計画（令和４年３月 25日策定）では、ライフステージに応

じたスポーツ活動を推進するため、政策目標として「成人の週 1回以上のスポー

ツ実施率が 70％程度となることを目標とする。」としている 

 

 

 

 

市民が、スポーツ活動へ積極的に参加することは、精神的なストレスの発散、

生活習慣病の予防等、身体の健康や心の健康づくりに極めて有効です。 

また、若い頃からスポーツを習慣化することや高齢者の健康づくりのためのス

ポーツ活動は、結果として健康水準が向上し、医療費削減や介護予防につながる

などの二次的効果も期待でき、高齢者向けの施策としても重要です。 

 

 

 

青少年がスポーツに打ち込むことは、互いにルールを定め、マナーを尊重する

ことを通じて、正義感や倫理観、思いやりの心を育むことができ、青少年への教

育的効果が十分に期待できます。また、戸外での遊びの機会が少なくなり、仲間

とのふれあいの減少や成長に必要な運動量の不足が叫ばれるなかで、幼少期から

の豊かな遊びや、学校や地域でのスポーツ活動の充実は、身体を鍛えることがで

きるとともに、心の安定をもたらし、情操教育の一翼を担うことが期待できます。 

 

４．スポーツの意義 

（１）市民の健康の保持・増進 

（２）青少年の健全育成 

３．計画の期間 



 
 

 

スポーツ活動は、希薄になりつつあると言われる地域での人間関係の構築、あ

るいは世代や国籍を超えた交流の機会となり、新たな地域コミュニティの活性化

につながることが期待できます。３世代（子ども・親・祖父母）交流の場となる

スポーツ活動は、「みる」「する」「ささえる」など様々な立場での楽しみ方を感じ

ることも期待されます。 

地域におけるスポーツ推進は、子育てをしている親や高齢者、障がい者なども

地域社会で積極的に参加でき、人々が信頼しあって暮らせるまちづくりのために、

大きな役割を果たすことができます。 
 

 

 

 

 

令和５年度に実施した第 18 回市民の体育・スポーツに関するアンケート※７で

週１日以上運動・スポーツをする成人の割合（スポーツ実施率）は 52.5％となり、

前回の令和２年度実施時と比較すると 9.2 ポイント増加、過去最高であった平成

26 年度の 56.3％に対し 3.8 ポイントの差まで回復した結果となった。 
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第２章 スポーツ活動の現状 

１．スポーツ実施状況 



 
 

 
※７ 対象者：半田市民で満 18歳以上の男女から無作為に抽出した 2,000 人 

調査方法：郵送およびネットによる回収 回収数：505 件（内ネット回答 275 件）  

回収率：25.3％ 有効回答数：493 件 

アンケートは、昭和 46年以来 3年に 1 度実施 

 

運動・スポーツをした理由の問いには、高い順に「健康・体力づくりのため」

という回答が 29%、「楽しみ、気晴らし、ストレス発散として」という回答が２

25%、「運動不足を感じるから」が 23%となっています。 

【回答】 

(ア) 楽しみ、気晴らし、ストレス発散として 

(イ) 健康・体力づくり・美容・肥満解消のため 

(ウ) 運動不足を感じるから 

(エ) 自己の記録や能力を向上、精神の修養や訓練のため 

(オ) 家族のふれあい、友人・仲間との交流として 

(カ) その他 
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運動・スポーツを実施する頻度が減った理由の問いには、高い順に「仕事や家事が

忙しいから」という回答が 20.4％、「年をとったから」という回答が 17.5％、「病気

やけがをしているから」という回答が 13.1％となっています。 
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新型コロナウイルス感染症の影響があったから（施

設の閉鎖・利用制限など）

場所や施設がないから

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから

その他

生活や仕事で体を動かしているから

特に理由はない

指導者がいないから

運動・スポーツを実施する頻度が減った理由

Ｒ５ Ｒ２



 
 

 

 

半田市内の総合型地域スポーツクラブ※７は、全国に先駆けて、平成 14 年度末

までに市内全５中学校区に設立されました。 
 

※７ 地域住民が主体的に運営するスポーツクラブで、複数の種目が用意されており、地
域のだれもが、年齢、興味・関心、技術・技能レベルなどに応じて参加できるよう多
彩な事業を運営する公益的な事業主体のこと 

 

 

 

 

 

半田市内の総合型地域スポーツクラブの設立状況は次のとおりです。 

 

地区名 スポーツクラブ名 会員数 令和７年２月現在 

成岩地区 ＮＰＯ法人ソシオ成岩スポーツクラブ 2,692 人   

平成８年３月に文部省の総合型地域スポーツクラブのモデルとして設立され、平成 

14 年 12 月に法人化した団体。地域と学校が一体となって立ち上げた総合型地域スポー

ツクラブ。ソシオと呼ばれる協賛会員が支える運営形態は全国的に有名で注目を集め

ている。平成 15 年 5月に完成した、愛称「ＮＡＲＡＷＡ ＷＩＮＧ」で親しまれるク

ラブハウスを活動の拠点に、ボランティアによる「ソーシャルプログラム運営事業」、

イデアスブランドとしてプロの質を提供する「WING プロジェクト運営事業」、子育て世

代をサポートする「子育て・教育支援事業」、「クラブハウス運営事業」、「総合型地域ス

ポーツクラブ研究開発事業」など複数の事業部門を展開している。 

亀崎地区 スポーツクラブＹＯＵＫＩ 634 人   

亀崎中学校区内の小中学校を活動の拠点に、平成 11 年５月に設立され、スポーツ・

文化活動を通じ地域の振興と異世代間の交流、子どもたちの健全育成を地域ぐるみで

行っている。主なイベントとして会員の交流や募集を目的として、地域にある浜辺の特

色を生かした「ビーチフェスティバル」や各団体主催の大会などのサポートを行ってい

る。 

青山地区 一般社団法人青山スポーツクラブ 296 人   

平成 13 年３月に設立され、青山中学校区の学校施設、及び、青山公園ひろばを拠点

に活動をしている。幼児からお年寄りまで、いろいろなスポーツを通じて「明るい街・

暮らしやすい街・子どもたちの笑い声あふれる街づくり」を目指し、青山公園ひろばの

芝生の維持にも取り組んでいる。各々の施設は、子ども活動の講座、大人活動の登録団

体、地域の活動場所として活用され、多世代にわたる地域の方々の心身の健全な育成

が、保たれるような活動を展開し、青山児童センター・板山ふれあいセンターとの共催

事業も行っている。 

２．総合型地域スポーツクラブ 



 
 

地区名 スポーツクラブ名 会員数 令和７年２月現在 

乙川地区 一般社団法人乙川スポーツクラブ 1,644 人   

平成 13 年５月に乙川中学校区のスポーツチームが集まり活動を開始。乙川地域のあ

らゆる世代のために楽しいクラブライフを創造し、地域コミュニティの核として子ど

もたちの健全な育成と生涯にわたっての健康づくりに寄与することを目指す。学校な

どの公共スポーツ施設を活用し、チーム主体の自主活動と総合的なクラブワークが活

動の両輪。種目ごとの交流大会やふれあい合宿なども行っている。平成２５年４月に完

成した、「乙川交流センターニコパル」の管理運営をはじめ、文化部ニコパル事業にも

力を入れ、高齢者や子育て中のお母さんを対象とした講座も行っている。 

半田地区 半田地区スポーツクラブ 633 人   

平成 15 年２月に設立され、地域に貢献できるクラブを目指し、半田中学校区の学校

施設を拠点に活動。青少年の心身の健全な育成・地域社会の活性化・生涯健康の保持増

進を目的とし、生涯スポーツ社会の実現に向け、各スポーツチームによる活動のほか、

子どもの体力向上や中高老年層の健康づくりに取り組んでいる。親子のスポーツ教室

を毎週土曜日に開催し、多くの親子が参加しているほか、種目ごとの交流大会を実施

し、精力的な活動を展開している。 

 

総合型地域スポーツクラブ会員数 （単位：人） 

ＳＣ名 Ｒ３.２ Ｒ４.２ Ｒ５.２ Ｒ６.２ Ｒ７.２ 

ソシオ 2,791 2,902 2,841 2,686 2,692 

ＹＯＵＫＩ 520 526 608 590 634 

青山 273 282 316 396 519 

乙川 1,830 2,057 2,088 1,809 1,644 

半田地区 1,514 1,582 1,511 1,481 1,653 

合計 6,928 7,349 7,364 6,962 7,142 

 

 

令和６年９月から施行された半田市の新たな部活動ガイドラインにより、土日

祝日の部活動の廃止の影響を受け減少したクラブもありますが、全体的には横ば

いとなっています。 
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総合型地域スポーツクラブとの連携や支援に力を入れており、スポーツ教室の委

託、研修会の開催、合同会議による相互情報交換を行っています。 

    ≪活動事例≫ 

事業名 内 容 

スポーツアシスタント養成研修会 総合型地域スポーツクラブに登録する指

導者を対象に研修会を開催して資質の向

上を図る。また、自己資質向上のために市

内体育施設を提供する。 

親子のスポーツ教室 幼少年期の子どもを対象にスポーツへの

興味や関心を高める。保護者参加型の教

室にすることにより、スポーツ実施率の

低い年代が定期的に運動する機会を提供

する。 

高齢者スポーツ教室 高齢者を対象に簡易な内容のスポーツ教

室を開催し、スポーツに取り組む動機づ

けや介護予防を図る。 

アスリート育成事業 元オリンピック選手や元実業団選手など

を講師に招き、小中学生を対象に技術力

向上を目指した教室を開催し、将来優秀

なアスリートの育成を図る。 

総合型地域スポーツクラブ連絡調整会議 総合型地域スポーツクラブの連絡調整を

図り、意見や情報を交換し、研究を行う。 

 

   
  



 
 

 

 

   

半田市においては、主に次のスポーツ大会が行われています。 

①  半田市スポーツ大会（半田祭）〔令和６年度：一般 19 種目・中学 14 種目・小学 7種目〕 

② 半田市民スポーツ大会    〔令和６年度：一般 16 種目・中学 12 種目・小学 6 種目〕 

③ はんだスポーツの日イベント（旧称：はんだシティマラソン） 

 上記以外にも、半田市スポーツ協会加盟団体等が主催するスポーツ大会が、

毎年開催されています。 

〔参加者数〕  

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

半田市スポーツ大会（半田祭） 9,481 人 10,069 人 10,053 人 

半田市民スポーツ大会 4,900 人 4,964 人 5,061 人 

はんだシティマラソン 
191 人 

57 チーム 

904 人 

59 チーム 

923 人 

50 チーム 

半田市スポーツ協会 

加盟団体主催大会 

 〔13 団体〕

《66 大会》

12,255 人

〔14 団体〕

《61 大会》

11,348 人 

〔14 団体〕

《62 大会》

11,186 人 

 

  

     スポーツ教室などは、半田市が主催するもののほか、総合型地域スポーツク

ラブなどが開催するものもあります。 

半田市 総合型地域スポーツクラブ 

弓道教室 

ヨット体験教室（Ｒ６年度終了） 

水泳教室 

シェイプアップ教室 

アクアビクス教室 

ニュースポーツ出前教室 

スポーツフェスタ 

硬式テニス教室 

ホッケー教室 

体操教室 

キッズダンス 

ヨガ教室 

ニュースポーツ教室 

トップアスリートに学ぼう 

文化部事業 

（折り紙教室 ベビともヨガ講座） 

 

  

３．スポーツプログラム 

（１）スポーツ大会 

（２）スポーツ教室等 



 
 

 

 

  半田市には、スポーツ施設として以下のものがあります。 

① 半田ぴよログスポーツパーク陸上競技場 ⑫ 臨海公園テニスコート 

② 半田ぴよログスポーツパーク多目的グラウンド ⑬ 雁宿テニスコート 

③ 半田ぴよログスポーツパークテニスコート ⑭ 半田市営弓道場 

④ 半田北部グラウンド野球場 ⑮ 臨海公園フットサルコート 

⑤ 半田北部グラウンド多目的グラウンド ⑯-1 半田中学校運動場（照明施設） 

⑥ 半田市体育館 ⑯-2 成岩中学校運動場（照明施設） 

⑦ 青山記念武道館 ⑯-3 青山中学校運動場（照明施設） 

⑧ 半田福祉ふれあいプール ⑯-4 乙川中学校運動場（照明施設） 

⑨ 半田市営半田球場 ⑰ 州の崎公園グラウンド（照明施設） 

⑩ 半田マリングラウンド ⑱ 半田市成岩地区総合型地域スポーツクラブハウス 

⑪ 半田上浜グラウンド  

４．スポーツ施設 



 
 

    

 

 

 

    半田市は、「だれでも」、「いつでも」、「どこでも」、「いつまでも」気軽にス

ポーツに親しむことができる社会すなわち「生涯スポーツ社会」の実現を図る

ことを基本理念として掲げます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県 

広域スポーツセンター 

ＮＰＯ法人 

ソシオ成岩 

スポーツ 

クラブ 

スポーツ 

クラブ 

ＹＯＵＫＩ 

一般社団法人 

青山スポーツ 

クラブ 

一般社団法人 

乙川スポーツ 

クラブ 

半田地区 

スポーツ 

クラブ 

サ ー ク ル 活 動 

半田市 
スポーツ協会 

市  民 
〔子ども、成人、高齢者〕 

地域 

コミュニティ 

行政 

半田市 

スポーツ 

推進審議会 
半田市 

スポーツ 

推進委員 

連絡協議会 

個人活動 

総合型地域 

スポーツクラブ 

第３章 基本理念 

生涯スポーツ
社会の実現

エンジョイ!!

sports

だれ

でも

いつま
でも

どこ

でも

いつ

でも

学校・大学 



 
 

 

 

   幼児期から高齢期まで年齢や国籍を問わず、また、障がいの有無に関わらず、

だれでもスポーツに親しむことができる環境をつくります。 

 

 

 

   多様化する社会のなかで、市民がライフスタイルに応じて、いつでもスポーツ

に親しむことができる環境をつくります。 

 

 

 

       市民が施設を利用しやすい環境をつくります。また、自宅やその周辺で行え

る、場所を選ばない運動・スポーツを推進します。 

 

 

 

   生涯を通じてスポーツに親しむことは、健康で充実した活力ある人生を送る

ためには欠くことのできない大切なことです。そのため、市民が年代に応じスポ

ーツに親しむことができる環境をつくります。 

 

 

 

 

 

 

❋理念２ いつでもスポーツに親しめるように 

❋理念４ いつまでもスポーツに親しめるように 

❋理念１ だれでもスポーツに親しめるように 

❋理念３ どこでもスポーツに親しめるように 



 
 

 

 

 

 

   基本理念である「生涯スポーツ社会」の実現に向け、以下の７つの施策を柱と

して推進します。  

   ① 活動プログラムの充実 

   ② スポーツ情報の発信強化 

   ③ スポーツ施設の整備・活用 

   ④ スポーツの推進に向けた施策の調査・研究 

   ⑤ 総合型地域スポーツクラブ活動の充実 

   ⑥ スポーツ意識の向上 

   ⑦ スポーツの場における感染症拡大防止対策 

  

★ 誰もが心身ともに健康でいられるよう、体力や年齢、障がいの有無、スポー

ツを実施する目的や場所などにとらわれることなく、スポーツに親しむ機会

の拡充を図ります。 

★ 半田市スポーツ協会、半田市スポーツ推進委員連絡協議会、総合型地域スポ

ーツクラブと連携し、市民がスポーツに親しむ機会を拡充します。 

★ 様々なスポーツが体験でき、誰もが楽しめる大規模なスポーツイベントを開

催します。 

 

   

★ 市民が主体的にスポーツ活動に取り組むための情報を入手しやすい環境づ

くりに努めます。 

★ ライフステージに合った情報提供の充実を図ります。 

第４章 基本施策 

施策 ①活動プログラムの充実 

施策 ②スポーツ情報の発信強化 



 
 

   

★ 施設のバリアフリー化を推進します。 

★ スポーツ施設の効率的な利用を促すため、利用率が低く空きの多い時間帯へ

利用者の誘導を図ります。 

★ 施設を有効活用するため、スポーツ以外の用途も含めた利用促進を図ります。 

★ 多目的利用可能な新総合体育館の建設・運営の実現に向け、多様な官民連携

手法を導入します。 

★ スポーツ施設の長寿命化計画に基づき、適切に維持修繕を行います。 

 

   

★ 半田市スポーツ推進審議会で市民が生涯にわたって豊かなスポーツライフ

が送れるように、スポーツ推進に関する事項を調査・審議し、建議します。 

 

   

★ 半田市は、全国に先駆けて総合型地域スポーツクラブの育成に取り組んでき

ました。実情に合わせて、様々なニーズに応えられるようスポーツ活動だけ

でなく、文化的活動の実施にも取り組み、地域、学校、行政が連携して総合

型地域スポーツクラブの活動の充実に努めます。 

 

  

★ オリンピック・パラリンピックやアジア競技大会に合わせて、市民のスポー

ツへの興味や関心を高めます。 

★ 「みる」「する」「ささえる」等、様々な立場から楽しんでスポーツに関わる

ことができる環境を整備し、意識の向上を図ります。 

 

  

★ 感染症が発生した場合に、スポーツの場における感染拡大防止の対策を講じ

ます。 

施策 ③スポーツ施設の整備・活用 

施策 ④スポーツの推進に向けた施策の調査・研究 

施策 ⑤総合型地域スポーツクラブ活動の充実 

施策 ⑥スポーツ意識の向上 

施策 ⑦スポーツの場における感染症拡大防止対策 



 
 

     活動プログラムの充実 

 主たる連携団体：半田市、半田市スポーツ協会、半田市スポーツ推進委員連絡協

議会、総合型地域スポーツクラブ 

（１）スポーツプログラムの充実 

  市民が気軽にスポーツに親しむことができ、また、スポーツを行っていない市

民がスポーツに取り組むきっかけづくりとなるようなプログラムを充実させま

す。 

 障がいの有無や国籍に関わらず幼児期から高齢期までのすべての市民が、生涯

にわたって日常的かつ継続的にスポーツ活動に取り組めるよう、ライフステー

ジやライフスタイルに応じたスポーツプログラムを提供します。 

 子どもたちが、スポーツの楽しさを感じることができるようなスポーツプログ

ラムを提供します。 

 市民がスポーツに積極的に親しむ日として、毎年１１月の第１日曜日を「はん

だスポーツの日」※8とし、一日楽しめるスポーツイベントを開催します。また、

前後２週間を「はんだスポーツ週間」として、市内各地でスポーツイベントを

開催します。 

 半田市スポーツ協会等と連携して、各種大会を開催し、競技スポーツの魅力を

発信することで競技人口の拡大や競技力の向上を目指します。また、様々なス

ポーツが体験でき、誰もが楽しめる大規模なスポーツイベントを開催します。 

 ニュースポーツ※9やレクリエーション的要素の強いスポーツについては、半田

市スポーツ推進委員が中心となり出前教室も含めた普及活動を行います。また、

障がい者向けのスポーツ教室を開催する等、障がい者スポーツの推進にも努め

ます。 

 半田市スポーツ推進委員によるニュースポーツ教室の開催や各種イベントへ

の参加、小学校や児童センターへの講師派遣の際にスポーツ用具※10 の貸し出

し制度やニュースポーツのＰＲに努めます。 

 地元の大学と連携し、障がい者スポーツ等各種プログラムを提供します。 

※８ スポーツや運動に対する市民の関心と理解を一層深め、明るく健康で豊かな市民生活の実現

を図るため、平成２５年４月１日に制定する 

施策１ 



 
 

※９ 新しく考案された、あるいは、新しく日本に紹介されたスポーツで、競技性を重視せず、誰

でも参加できることを目的としたスポーツの総称のこと 

※10 カローリング、グラウンド・ゴルフ、クロリティー、ペタンク、タスポニー、レク・インディ

アカ、ダーツ、スカイクロス、ソフトバレーボール、バッゴー、ディスクゴルフなど 

  （２）スポーツ団体の支援 

     スポーツ人口を増やすため、スポーツ関係団体の活動を支援します。 

 半田市スポーツ協会 

21 団体（令和７年 12 月現在）が加盟しており、半田市スポーツ大会（半田祭）、

半田市民スポーツ大会、中国江蘇省徐州市とのスポーツ交流事業、スポーツ表彰

などの事業に取り組んでいます。今後も市民の競技力向上及びスポーツ推進に寄

与するスポーツ団体の中心的な役割を担っていきます。 

 半田市スポーツ推進委員連絡協議会 

行政と市民のパイプ役としての位置付けから、地域、コミュニティ、公民館で

の体育的行事のリーダーあるいはコーディネーターとしての役割や、障がい者ス

ポーツ・ニュースポーツ普及活動の中心的な役割を担っていきます。 

 総合型地域スポーツクラブ 

地域スポーツの推進の核として、市民のニーズに沿った教室等を実施し、スポ

ーツに親しみやすい環境づくりに努めます。また、定期的・持続的に活動できる

施設を提供することで、スポーツを通じて地域内での市民のつながりを強める機

会を与え、地域の活性化にも努めます。 

  



 
 

         スポーツ情報の発信強化 

 主たる連携団体：半田市、半田市スポーツ協会、半田市スポーツ推進委員連絡協

議会、総合型地域スポーツクラブ 

  （１）市民が求める情報 

市民がどのような情報を求めているのかを把握し、市民のニーズに応じた情

報を提供します。 

市民が求める情報（複数回答） 

 

 

  （２）スポーツ情報の充実 

半田市のスポーツ情報は、はんだ市報、ポスター、チラシ、インターネット

（SNS を含む）等を活用して発信しています。市民が関心を持つスポーツ情報の

発信に取り組むとともに、情報を提供する相手方に応じて、はんだ市報などの紙

媒体やインターネットの活用等に努めます。 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

スポーツができる場所や施設についての情報

スポーツができる場所や施設についての空き状況等の情報

スポーツイベントや教室に関する情報

スポーツの同好会やクラブチームに関する情報

健康・スポーツ相談についての情報

スポーツ大会に関する情報

その他

スポーツの指導者に関する情報

第18回市民の体育・スポーツに関するアンケート調査結果(Ｒ５)

今回

前回

施策２ 



 
 

          スポーツ施設の整備・活用 

 主たる連携団体：半田市、半田市教育委員会 

  （１）施設整備の推進 

半田市では、これまでも半田ぴよログスポーツパーク、半田球場、半田市体

育館、青山記念武道館、半田福祉ふれあいプール、半田北部グラウンド、半田

上浜グラウンド等市民のニーズに応じた屋内外のスポーツ施設を設置し、市民

にスポーツ活動の場を提供してきました。 

各施設の利用状況や市民のニーズの把握に努め、既存施設の修繕や新総合体

育館の建設・運営に向け検討を進め、安全で快適に利用できるスポーツ施設の

整備に努めます。 

（２）学校体育施設開放事業の拡充 

現在、半田市学校体育施設開放規則に基づき、市内のすべての小学校及び中

学校において、運動場や体育館等が総合型地域スポーツクラブの活動拠点とし

て開放されています。開放事業の拡充を図るため、学校体育施設開放の時間帯

の見直しや、地元の大学生等に講師を依頼し協働で事業を実施できるような仕

組みづくりに努めます。 

  （３）バリアフリー化の推進 

障がい者もスポーツ施設を利用しやすくなるように、バリアフリー化の推進

に努めます。 

  （４）施設予約システムの利用促進 

インターネットから施設予約ができる「あいち共同利用型施設予約システム」

を周知し、予約の利便性の向上と施設利用の効率化を図ります。 

  （５）施設の効率的かつ有効的な利用 

スポーツ施設の利用状況は、休日において利用率が高く飽和状態にあります

が、平日の昼間を中心に空き時間の多い時間帯へ利用者の誘導を図ります。 

また、スポーツ以外の用途も含めた利用促進を図ります。 

  

施策３ 



 
 

         スポーツの推進に向けた施策の調査・研究 

 主たる連携団体：半田市、半田市教育委員会、半田市スポーツ協会、半田市ス 

ポーツ推進委員連絡協議会、総合型地域スポーツクラブ、半田 

市健康づくり連絡協議会、半田市ＰＴＡ連絡協議会、半田市老 

人クラブ連合会 

    半田市スポーツ推進審議会※11 で市民が運動・スポーツ活動により快適に親

しむことができるまちづくりを目指して、スポーツ推進に関する事項を調査・

審議し、建議します。 

※11 第２次半田市スポーツ推進計画【後期分】において、審議会の名称を「半田市スポー

ツ振興審議会」から「半田市スポーツ推進審議会」に変更 

 

         総合型地域スポーツクラブ活動の充実 

 主たる連携団体：半田市、半田市教育委員会、半田市スポーツ協会、半田市ス 

ポーツ推進委員連絡協議会、総合型地域スポーツクラブ、半田 

市健康づくり連絡協議会、半田市老人クラブ連合会 

     半田市では、全国に先駆けて、市内５つの中学校区に総合型地域スポーツク

ラブが設立され、育成期から安定運営期に移行しつつある現状から、主体性を

持って、継続的、組織的、計画的に活動できるように次の取組を実施します。 

（１）総合型地域スポーツクラブ運営のための資源の充実 

総合型地域スポーツクラブの運営には多様な資源が必要であり、原則として

自主的な運営の中で賄っていくべきものですが、特に、地域で子どもたちと関

わるボランティア指導者は、子どもたちとスポーツとの楽しい出会いを演出す

る重要な役割を担っています。そうした観点から、指導者に対して研修機会の

提供と、指導者としての向上心を喚起するための取組が求められています。 

さらに、指導者のほかにも医療面や保健面を始め、地域においてスポーツ活

動を幅広く支える各種のボランティアを掘り起こすことも重要だと言われて

います。今後も安定した総合型地域スポーツクラブ運営が行え、発展を遂げる

よう支援します。 

  

施策４ 

施策５ 



 
 

①人材の確保・養成 

 総合型地域スポーツクラブ創設や運営の支援機関である、愛知県広域スポー

ツセンターと連携・協力を密にし、クラブマネージャー、トップアスリート

をめざす青少年にも対応できる指導者等総合型地域スポーツクラブを支え

る人材を養成します。 

 スポーツ指導者としてふさわしい倫理観を備えた地域スポーツアシスタン

トを育成するため、半田市独自の資格付与制度としてアシスタント養成制度

を継続して実施します。 

 地域スポーツアシスタントについて、上級資格取得のための奨励や積極的な

自己研さんのため、社会体育施設使用時に使用料を減免する等、活動支援を

継続して実施します。 

 総合型地域スポーツクラブとともに、半田市老人クラブ連合会、各種健康づ

くり団体などと連携し、ボランティア指導者、各種のボランティアの発掘や

相互の交流を推進します。また、地元の大学生を中学校部活動の指導者とし

て迎え入れ、協働で事業を実施できる体制づくりに努めます。 

②活動拠点の確保 

 学校体育施設の地域との共同利用を継続し、総合型地域スポーツクラブの活

動拠点と位置付けるとともに、文化活動等幅広い活動を行うために必要に応

じて、空き教室等の活用を検討します。また、中学校体育館に併設している

クラブハウスを拠点とした総合型地域スポーツクラブ活動の環境の充実を

図ります。 

 学校体育施設開放等の管理や指定管理業務で、総合型地域スポーツクラブが

管理者となり、施設予約状況を直接管理することで、特に平日の未利用時間

帯を新たな活動場所として、効率的に活用します。 

（２）プログラムの拡充 

子どもの体力向上や高齢者の健康づくりのための運動は、国民的な課題であ

り、半田市としてもそのためのプログラムや環境の整備を進めることは、大変

重要であると考えます。このため、総合型地域スポーツクラブと連携し、活動

プログラムの充実を図ります。 

スポーツに取り組むきっかけづくりや新たな機会を提供し、仲間と体を動か

すことの喜びや楽しさを体感することで、体力向上・生きがいづくり等と合わ

せ、スポーツ実施率の向上をともに目指します。 



 
 

 スポーツ教室等ニーズに合った内容として、継続的に開催できるようにしま

す。 

 中高年者を中心とする、地域の住民が気軽に継続的に参加できる健康体操な

どの運動プログラムを提供します。 

 スポーツ以外の文化活動など幅広い活動プログラムを新たに展開し、総合型

地域スポーツクラブの加入層の拡大を図ります。 

 地域スポーツアシスタント研修会において、子どもの運動能力の特性等を学

べるプログラムを実施します。 

（３）スポーツ関係団体等との連携 

スポーツとの楽しい出会い、取り組むきっかけづくり、新たな会員の確保等、

総合型地域スポーツクラブの運営において、地域での既存の各種スポーツ関係

団体などとの連携は、必要不可欠なことです。 

 トップアスリートを目指す青少年の育成、スポーツ教室、大会等充実した活

動ができるように、半田市スポーツ協会、半田市スポーツ推進委員連絡協議

会等との連携を図ります。 

 世代間の交流を促進させる観点から、半田市老人クラブ連合会、各種健康づ

くり団体等との交流や融合を図ります。 

（４）中学校部活動との連携 

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革として、令和６年度から土日祝日の

中学校部活動はスポーツクラブ活動へ地域展開を致しましたが、今後、平日に

ついても段階的に地域展開することとなります。地域の指導者の確保は重要な

課題ですが、教師の指導力も、安定した中学生のスポーツ・文化活動のためや

体力維持・向上に必要です。また、新たな指導者の人材確保のため、地元の大

学生等を指導者として迎え入れる等、行政・学校・地域・大学が連携し、子ど

もたちと地域の人々との交流を推進しつつ、充実した活動ができる環境を整備

します。 

 中学校部活動や総合型地域スポーツクラブ活動のために、中学校部活動を指

導する教師と地元の大学生や地域の指導者等の知識と経験を生かし、双方の

指導者が積極的に関われる環境整備を図ります。 

 半田市では、過去に学校と総合型地域スポーツクラブが連携を図り、中学校

部活動を実施してきました。しかし、その状況において発生した問題・課題

を解消するために、平成２４年４月から学校長の判断によって、土日祝日で



 
 

も中学校部活動を行うことができることとしました。ただし、令和６年度か

ら実施した部活動改革により土日祝日に加え、後年度において平日も中学校

部活動がスポーツクラブ活動へ地域展開することとなるため、行政・学校・

総合型地域スポーツクラブ・スポーツ協会が連携を図り、中学生の体力維持・

向上やニーズに応じた活動ができる環境整備に引き続き努めます。 

（５）総合型地域スポーツクラブの健全運営のための啓発 

総合型地域スポーツクラブの趣旨・理念等は、まだ市民に十分浸透している

とはいえず、その活動の公益性を広く認知させるために広報活動を充実します。 

 この計画の基本理念について、他部局と連携し、はんだ市報や各種の会合の

場等のあらゆる行政チャンネルを通して、市民への啓発に努めます。 

（６）総合型地域スポーツクラブへの支援 

 総合型地域スポーツクラブの運営は、自主独立が原則です。しかし、一方で

は、住民の理解のもとで、総合型地域スポーツクラブが地域におけるスポー

ツ推進の主体となって機能するために、また、事業力の積極的な活用を図る

ためにも、総合型地域スポーツクラブへ支援策を講じていきます。 

 このことは、運営の支援となるばかりでなく、総合型地域スポーツクラブの

持つ公益性の認知にもつながり、さらには、行政と地域との望ましい協働関

係に発展することが期待できます。 

 半田市のスポーツイベントやスポーツ教室の開催業務等の委託先として、総

合型地域スポーツクラブを優先し、新規事業の展開による運営の安定化を支

援します。 

 各種助成金等を活用して、総合型地域スポーツクラブの成長・発展を支援し

ます。 

 総合型地域スポーツクラブの公益性をさらに高めるために、愛知県広域スポ

ーツセンターや地元の大学等と連携しながらＮＰＯなど法人化に向けて支

援します。 

 誰もが身近に・気軽に活動できる環境に地域間で差が出ないよう、総合型地

域スポーツクラブの運営人材の育成をサポートします。 

  



 
 

         スポーツ意識の向上 

 主たる連携団体：半田市、半田市スポーツ協会 

    オリンピック・パラリンピックやアジア競技大会等の国際大会に向けて、市

民のスポーツへの興味や関心を高めます。 

「はんだスポーツの日」制定を記念して、オリンピック３連覇、国民栄誉賞

を受賞した吉田 沙保里さんが平成２５年１１月３日開催の第３２回半田市民

マラソンにゲストとして参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※12 平成 25 年 5 月に募集、市内を中心に青森県から熊本県、小学 2 年生から 78 歳まで、

幅広い年齢層から 101 点の応募があった 

※13 平成 27 年 4 月に募集、市内を中心に北海道から宮崎県、3 歳から 82 歳まで、幅広い

年齢層から 367 点の応募があった 

 

     スポーツの場における感染症拡大防止対策 

 主たる連携団体：半田市、半田市教育委員会、半田市スポーツ協会、半田 

市スポーツ推進委員連絡協議会、総合型地域スポーツクラブ 

感染症が発生した場合は、速やかにスポーツ施設の利用制限を検討するとと

もに、必要に応じて消毒液の設置や利用者名簿作成等の対策を講じます。また、

自宅などで出来る簡単な運動等をインターネット等活用し、周知します。 

スポーツ団体にあっては、選手自らの感染予防対策を促すとともに、感染が

拡大しないよう市や上部団体に協力し対策を講じます。 

施策６ 

市民が、よりスポーツに親しめるよう、半田市が制定し

た「はんだスポーツの日」のシンボルマークを募集※12した

ところ、全国から応募がありました。 

審査の結果、「はんだ」の文字を組み合わせ、右手を挙げ

てにっこり笑う赤色のシンボルマークに決定しました。 

また、「はんだスポーツの日」をより親しまれるものとな

るようにシンボルマークの愛称を募集※13し、全国から応募

がありました。 

審査の結果、「はんだ」の最初の「は」と英語で健康（Health）を意味する

「ヘルス」を組み合わせた「ハルスくん」に決定しました。 

「ハルスくん」と一緒に１１月の第１日曜日「はんだスポーツの日」をＰ

Ｒしています。 

施策７ 


